




















デルの死は最後の出来事である。つまりこういう流れである。キューバ・米国の国交回復→オバマのキューバ訪問→トランプの大統領当選→フィデルの死。このように書くと、というかこのように時間は流れているのだが、なんとなく、世界はだんだん悪くなっている、というふうにみえてこないだろうか。じっさい、キューバで緊急速報――フィデル 死を伝えるためのもの――が流れたとき キューバ人のなかには、当選したばかりのトランプ よるキューバ侵攻ではないかとの恐怖が生まれたそうである。　
映画はそのようにはみせない。フィデルの死にはじまり、
オバマ時代のホワイトハウスでのブエナ ビスタ・ソシアル・クラブ・オーケストラのコンサートで終わ 。この演奏がおこなわれたのは、二〇一五年一〇月 ことだ
（
Youtube
で視聴可
能）
。つまり、時系列からすれば、いちばん最後におきた軍
服の「英雄」の死
（二〇一六年一一月二五日）
から語りおこされ、
「平和大使」主催のコンサートという大団円
（二〇一五年一〇
月一五日）
を迎えるのだ。
　
映画の時間がすすむにつれて、歴史の時間はもどっていく。
でも、そうとは感じさせない。みおわったとき、世界はよ方向に向かっているように思えた。もちろんだれもそのようには言ってくれないのだが。
くの・りょういち
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